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サ活
みんなでととのう駐輪サイクル活動

市川千尋/川名 /國廣歩瑠香/熊澤龍/近藤準之助/佐々木成己/鈴木寿菜/安田光汰
TA:猿渡指導教員:甲斐田直子

2025年度都市計画演習1班
中間発表

Agenda｜本日の発表の流れ

1. サ活って何？― 背景と問題意識の整理

2. これまでの演習成果と課題

3. 調査の流れ

4. ここまでの進捗 ― キャパ調査・周りへのヒアリング・浦田先生へ

の聞き取り・定点観測ー

5. 今後の予定 ― 実験実施から提案へ
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皆さん
駐輪場で、

こんな経験あり
ませんか？
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皆さん
駐輪場で、

こんな経験あり
ませんか？
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ちゃんと停め
たのに倒れて
いた…

取り出そうと
したら通れな

い！
まあ、ここでい

いか
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ーー現地観察・ヒアリング調査へ

実際の駐輪場利用者の不満は？

1.サ活って何？

学生へのヒアリング・現地観察の結果
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駐輪場を利用する学生のヒアリング結果

→多くの学生が「迷惑駐輪に困っている」

→迷惑駐輪をすることに「罪悪感はない」

現地観察で見えたこと

実際に迷惑駐輪は多発

ラック/ラインのある場所では秩序が保たれる傾向
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1.サ活って何？
問題は、1台の迷惑駐輪だけじゃない。

駐輪環境の改善策
→キャパ拡充／ライン整備／ラック導入／動線改善

でも…
まあここでいいかという妥協

少しぐらい許される雰囲気

先に来た人が損をする感覚

環境だけでは解決しきれない心理的要因・”まあいいや”の連鎖

2. これまでの演習成果と課題
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結果手法目的

〇意識は変化
迷惑駐輪減少なし

コミュニケーション心理的手法で
迷惑駐輪減少

2006年
社会的ジレンマ班

〇通路上の迷惑駐輪が減少

〇近隣へ分散

・境界（通路と駐輪場の）
を色別のテープで明確化

・駐輪場の大枠を明示

・デストリアンの
混雑解消
・歩行者リスク軽減

2007年
交通班

講義棟、ペデストリアンに近い駐輪場：
通路上の迷惑駐輪、壁に立てかけている
迷惑駐輪が多い

調査：
場所による迷惑駐輪の偏
り

キャンパス改善
2011年

スマートキャンパス班

〇利用者数分散

◎禁止区域の駐輪数減少

効果なし

・誘導テープ、看板
（利用数少ない駐輪場へ）
・駐輪禁止区域をテープで
目立たせる
・周知（SNS、ビラ）

・駐輪場混雑解消
・動線改善2019年

スマートキャンパス班

2. これまでの演習成果と課題
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境界をテープで明確化した様子

2. これまでの演習成果と課題
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・周知（SNS、ビラ）
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スマートキャンパス班

図書館・理科系修士棟間の駐輪
場への誘導テープ 駐輪禁止区域の強調

2. これまでの演習成果と課題

心理的手法のみ：解決できない

境界線の強調
→通路上駐輪減少に効果的〇

目的地に近い場所に迷惑駐輪多い

行動を具体的に提示
→誘導テープ：分散に効果的〇

駐輪禁止区域目立たせる
→禁止区域の駐輪減少に効果〇

構造的方策：通路上の迷惑駐輪には有効

現在：通路上迷惑駐輪は減少、動線改善〇

しかし…

割り込み駐輪など迷惑駐輪

出し入れの不便や枠はみ出し駐輪

→駐輪場内の環境は改善されていない

・駐輪場内

・個人の自転車を停める行動 に着目
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2006年

2007年

2011年

2019年
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3. 調査の流れ
- ヒアリング

- 駐輪場調査・観測

- 実験の実施

- 分析・考察

- 提案
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3. 調査の流れ

各調査と得られること
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STEP1 2,3学全駐輪場調査

STEP2 ヒアリング調査

STEP3 駐輪場の定点観測

駐輪場容量・混雑状況の把握

駐輪場問題・方法論の理解

時間帯別の駐輪台数・迷惑駐輪の把握

3.調査の流れ

今後の調査
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STEP4 実験の実施

提案

分析・考察

個別白線 ポスター掲示

それぞれの手法による効果検証

写真or案 写真or案

4. ここまでの進捗
- 駐輪場全数調査（10/27）
- 浦田先生へのヒアリング

（10/31）
- 駐輪場定点観測（11/5~）
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4.ここまでの進捗

駐輪場全数調査
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目的：駐輪場の混雑状況の把握、方策の実施が可能かどうかの計測

調査手法
・10/27(月) 14:00～16:00に実施
・3学エリアの全駐輪場を対象にした
・駐輪場に止まっている自転車の数、駐輪場の場所、特徴、
駐輪可能台数(枠だけ書かれている場合は1台あたりの幅を50cm

と仮定して算出) について調査した

4.ここまでの進捗

駐輪場全数調査
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結果：3学エリア全体で見ると収容台数には余裕がある
しかし場所によっては収容台数を超えているところもある

2054.727273合計収容可能台数

1320実際台数

13 14
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17 18
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4.ここまでの進捗

浦田先生へのヒアリング

第３エリアスマートキャンパスプロジェクト

・・・自転車通行・駐輪ルール変更による影響、

通行者の誘導方法等

駐輪場調査 浦田研４年上杉朋花さん

・・・調査方法、迷惑駐輪の影響等
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4.ここまでの進捗

浦田先生へのヒアリング
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・一台一台の白線は効果があるかもしれない

・迷惑駐輪は一台、もう一台、と連鎖する

・ポスター提示も効果的ではないか

→スマートキャンパスプロジェクト実施後、

元駐輪禁止エリアとその周辺の駐輪場を対象に

定点観測を行う

4.ここまでの進捗

駐輪場定点観測
スマートキャンパスプロジェクト後の駐輪状況の変化、迷惑駐輪の台数を計測
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調査手法
・11/5～計測開始、中間発表後も継続予定
・1日に6回 授業の開始前後に計測
・3学エリアの元駐輪禁止エリア付近を対象
・駐輪場に止まっている自転車の全数、迷惑駐輪の台数を計測

③～⑰、㉒、臨時エリアを対象

- 1限開始前
- 1限開始後
- 2限開始後
- 3限開始後
- 5限開始後
- 6限終了後

22スマートキャンパスプロジェクト：駐輪場調査報告(2025年春) より

4.ここまでの進捗

駐輪場定点観測

4.ここまでの進捗

駐輪場定点観測 -迷惑駐輪の類型
①斜め駐輪
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②枠はみ出し ③枠
外

4.ここまでの進捗

駐輪場定点観測 -迷惑駐輪の類型
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④取り出し阻止 ⑤割り込み
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4.ここまでの進捗

駐輪場定点観測 -結果
4.ここまでの進捗

駐輪場定点観測 -結果
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最大混雑率収容可能台数場所

114%793C横3

120%293B, 2Cの間の橋付近6

102%44粉とクリーム前11

350%8理科系棟通路付近14

110%136
理科系統前スロープ

付近15

161%703A, 3C通路付近22

64%77臨時

駐輪台数は２限開始後〜５限開始後が多く、迷惑駐輪は自転車の総数が増えるほ
ど多くなる傾向がある
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4.ここまでの進捗

駐輪場定点観測 -結果
介入実験

大学構内の駐輪場において自転車1台ごとの区画
を示す白線の設置とポスターの掲示

手法

・白線条件：自転車一台ごと(幅50cm)の区画線
を設置

・ポスター条件：割り込み等に関するマナー啓
発ポスターを掲示
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5. 最終提案に向けて
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5. 最終提案に向けて
実験期間スケジュール
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内容、場所日程期間

以下の介入方策設置11/17(月)介入開始

C:白線+ポスタ
ー

B:ポスターA:白線11/18(火)-
11/25(火)

実験期間1

介入方策をA,Bで入れ替え11/26(水)-推薦
入試休み中

入れ替え

C:白線+ポスタ
ー

B:白線A:ポスター12/1(月)-
12/15(月)

実験期間2

介入方策を完全撤去し、原状回復12/16(火)撤去

5. 最終提案に向けて
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実験の効果測定

(1)客観的指標

自転車の総台数と迷惑駐輪の台数のデー
タを取得

(2)主観的指標

駐輪場利用者に対してアンケート調査

･利便性と整然性の評価:

･介入の有効性評価

･総合満足度

･問題の転移の有無
31

分析と提案

5. 最終提案に向けて
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